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社協の事業は、皆様の「会費・寄付金」などによって支えられております。

この広報誌は「赤い羽根共同募金」の助成金でつくられています。

昨年の募金活動の様子

　１０月から始まります「赤い羽根共同募金」は、毎年多くのボランティアのみなさまに支
えられ、寄せられた寄付金は、全道各地で高齢者、障がい者、子どもたちなどの地域福祉活
動や災害発生時の「災害ボランティアセンター」設置・運営などに役立てられています。
　赤い羽根募金活動は、まちの人のやさしい気持ちを集める活動です。
　あなたのやさしさが、あなたの声かけが、まちを良くしていく、はじめの一歩となります。
　こうした思いやり助け合いにつながる共同募金運動に、今年もご協力をお願いいたします。

赤い羽根共同募金は じぶんのまちを 
よくするしくみです



募金のお願い方法
★　戸別募金　…各自治会ごとにご協力いただく募金です。
★　街頭募金　…各団体等ボランティアのご協力により街
　　　　　　　　頭に立って行う募金です。
★　事業所募金…各事業所・企業・商店から大口募金とし
　　　　　　　　てご協力をいただく募金です。
★　学校募金　…児童・生徒が目的を定め小銭を貯めて福
　　　　　　　　祉を学ぶ募金です。
★　歳末募金　…一人暮らしや経済的に困っている家庭が
　　　　　　　　新しい年を安心して迎えるための募金で
　　　　　　　　す。
★　興行募金　…映画会等を開催して寄付をお願いする募
　　　　　　　　金です。
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　令和４年度　北海道共同募金会か
ら士別市社会福祉協議会に以下のよ
うに助成されました。

赤い羽根共同募金運動
「誰かの役に立ちたくて、募金をしたら、自分の役に立っていた」
 赤い羽根は、自分たちを応援する、募金でもあります。

士別市では

士別市社会福祉協議会の福祉事業ために
２ ，２ ４ ６ ，０ ０ ０  円

●　広報、広聴事業（社協ボランティアだよりの発行）
●　学童生徒ボランティア活動普及事業
●　士別市小地域ネットワーク活動推進事業
●　福祉の店「シュペツ」運営助成事業
●　老人安全杖無料配布事業
●　支部社協活動推進事業
●　在宅福祉支援助成事業・地域交流事業
●　士別市民ボランティアスクール事業
●　募金運動関係経費

歳末たすけあいのために
９ ６ ９ ，０ ０ ０  円

全道広域的事業助成として
１ ，４ ９ ５ ，０ ０ ０  円

●　士別市福祉教育懇談会開催事業
●　地域福祉車両購入事業

助成金合計  ４，７１０，０００ 円
　昨年度の「赤い羽根共同募金」は市民の皆様のご理解
とご協力により社会福祉事業を推し進めることができま
した。深く感謝いたします。
皆様の善意の集積は上記のように有効に使われております。

昨年、士別市では

４，４３３，８７４ 円
集まりました

みなさまの温かいご協力に心から感謝申し上げます

●問い合わせ
士別市共同募金委員会（士別市社会福祉協議会内）
士別市東５条３丁目サポートセンターしべつ
Tel　22-3012　http://www.shibetsu-syakyo.jp/

今年もよろしくお願いいたします

　今年も、10月１日から全国一斉に赤い
羽根共同募金運動がスタートします！

　市民の皆様からお寄せいただいた善

意の寄付金は、募金の計画に基づき有

効に大切に使われます。

　今年も温かいご協力お願いいたします。

今 年 の 目 標

 ４ ，４ ８ ０ ，０ ０ ０  円

共同募金に集まった寄付金は、このように役立っています

障がいを持つ方の
社会自立のために

子どもたちの福祉
教育のために

災害時の被災地支
援のために

高齢者が安心して暮らせ
る地域づくりのために

ボランティアの育成
活動支援のために

車椅子ごと乗れる
自動車の購入に



（３）

８月２０日（日）第２回士別市民ボッチャ大会が士別市総合体育館で、子どもから大人、
障がいの有無にかかわらず６５名２４チームの参加、１２名のボランティアさんの協
力のもと開催され、『ボッチャ』を通した交流を行いました。体育館内は熱気に包まれ、
スーパープレーには拍手や歓声が上がり、試合に負けた際には涙を流す参加者の方も
いらっしゃいました。結果は・・・
優勝『士別翔雲Ａ』　　第２位『楽しみ隊』　　第３位『さくらＢ』『ＳＯ』でした。
ご参加・ご協力いただきました皆さまありがとうございました！

優勝『士別翔雲Ａ』の皆さま

来年もたくさんのご参加をお待ちしています！

準優勝『楽しみ隊』の皆さま

９月２日（土）に東北福祉大学の清水准教授をお招きし、「誰と考える？こどもの居場所づく
り～こどもと地域が繋がる、地域がこどもと繋がるために」と題して、住民福祉活動を進め
るつどいを開催しました。
講師の児童養護施設での勤務時に感じた課題や旭川市で子ども食堂を実施した際の様子など
から、地域や周りの大人たちがどのように子どもと関わっていくのか。そのヒントを得るこ
とができました。

第４５回 住民福祉活動を進めるつどい開催

ボランティアセンター『掲示板』

講師の経験をもとに子どもに選ばれる場所や人、子ども
たちの「居場所」を作り、そこで子どものニーズや気持
ちをキャッチしてあげること、子どもから言葉を引き出
すことや言葉の重要性の説明は、今後様々な立場から子
どもと関わっていくうえで必要なことを考えるきっかけ
となり、大変有意義な講演となりました。

講師　清水　冬樹氏

児童養護施設職員、旭川大学短期大

学部を経て、現在、東北福祉大学総

合福祉学部社会福祉学科准教授



使用済切手

書き損じハガキ

紙オムツ

マスク

タオル

美口　加奈子
トヨタ自動車㈱士別試験場
斉藤　征子
士別市役所
あいの実保育園
高橋建具産業㈱
北部団地Ｅ棟管理組合
清　玲

山田　厚子

高橋　恵美子

mayu

山田　厚子

令和５年７月１日～令和５年８月 31日

皆様の温かい心　ありがとうございます。
さまざまな福祉の充実に幅広く活用しています。
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76 枚

佐藤　一茂 
柴野　佐妃
長谷川　順子
斉藤　忠春
藤森　敏正
平　　穣
久保　清
黒川　由人
㈲西野組
輿水　賢治
堀川　正一
片岡　初美
齊藤　文信
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神野　光博
齋藤　律子
谷　　晴幸
田代　健一
穴井　光浩
髙崎　茂子
阿部　一郎
外川　悟
市名　裕樹
小野　常雄
堀岡　恒子
河野　静雄
上原　ツヤ子
新名　文子

★ お ね が い ★
　使用済み切手・書き損じはがき・使用済みカードは「収集活動ボランティアサークルひまわり」さんに
　例会時に枚数を数えていただいてから社協だよりに掲載しています。そのため、社協で受付してから、
　名前が掲載されるまで時間がかかることがありますのでご了承下さい。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご協力をよろしくお願いいたします。

リングプル
(R5.4.1 ～ R5.8.31 受付分 )

棚橋　敏雄
徳増　貴美子
伊藤　三樹彦
西原学園
長谷川　佐知子
兵村すえひろクラブ
兵村熟年部
第九自治会
嘉藤　歩
古山　久雄
安富商会
矢野　千恵子
飯友
士別桜丘荘
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美口　加奈子
上田　ひろみ
谷口　朝男
森本　賢一
大瀬　恒子
尾形　松男
水留　司
増谷　清春
小山　みつこ
平井　健作
佐藤　幸太
佐藤　大樹
水留農機商会
古滝　力広
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　士別市社会福祉協議会で
は、市の委託を受け、災害
時（主に水害時）の避難所
への避難に支援が必要な方
「避難行動要支援者」につい
て、「個別避難計画（士別市
避難共助計画）」作成のコー
ディネートを行うこととな
りました。
　市内約１４０名について、
士別市社会福祉協議会職
員が１件１件お宅を訪問し、
現在の生活状況や緊急連絡
先について聞き取り、実際
避難に協力いただく援護者に関して、自治会や自主防災組織と連携を図り、
協力を得て取り組むこととなりますので、市民の皆さんのご協力をお願いい
たします。

水害時の避難に支援が必要な方について
「士別市避難共助計画」の作成をします


